
下市あきつ学園では、様々な教育課題と真摯に向き合いながら、『地域

とともにある学校』を、また子ども園では、遊びや学びを子どもたちの健や

かな成長と豊かな心を育むことをめざし、保護者や地域の皆様のご理解

とご協力のもと、教職員、園児、児童生徒が一丸となり取り組んでいます。

１．『探求的な学習のさらなる充実を』

「総合的な学習の時間」を中心に、情報収集、意見交換、体験活動、発

表などを通して、自分たちで課題を見つけ解決していくための学習を「下市学」として学んでいま

す。下市町に関わるテーマから人類共通のグローバルな視点から下市町を見つめ直すテーマに

至るまで幅広く取り組んでいます。今年も子どもたちの「学び」の成果を期待します。

２．『英語教育と国際交流』

２学期からＡＬＴ（外国語指導助手）を増員し、英語のコミュニケーション能力の向上を目指し

て、国際的な理解を深めることや本年度も外国の子どもたちと異文化交流を実施します。国際交

流は、今年の７月に中国から来校され、交流を深める予定です。また、こども園へのＡＬＴの訪問回

数を増やし、幼児期から英語に触れることで英語の学びへの楽しさを体験してもらいます。
３．『学習の基礎・基本の定着を』～読解力の向上に向けて～

子どもの読書活動は、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生

をより深く「生きる力」を身に付ける上で欠かすことのできないものです。また、文章を読み解く力

は、学習を進めていくための基礎基本となります。こども園やあきつ学園では、今年も「本」に親し

むための取組を積極的に進めていきます。
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下市町の園・学校教育

『下市生活学校』町教委主催
▼５月８日（木）、下市ふれあ
いセンターにおいて、『下市
生活学校』の開講式・総会を
開催しました。『下市生活学
校』は、これまで多くの先人
の方々や引き継いで活動さ
れている皆さんのおかげで
５４年目を迎えました。▼総勢１６名の皆さんが、自主
的な女性活動として、明るく住みよい地域づくりを目
指し、様々な活動に取り組んでいきます。▼昨年度の
会議で身近な暮らしの中から課題を見い出され、今
年のあらたな活動として、『防災講習』や『料理教室
（飾り包丁）』が加わりました。楽しく活動していただ
くことを願っています。▼会員として参加を希望され
る方は、下市町教育委員会までご連絡を！！

ホウ酸団子づくり

『教育事情あれこれ』
▼「令和５年度全国学力・学習状況調査」の

調査結果によると、児童質問紙で「読書は好

きですか」への質問に「読書が好き」と回答

した児童ほど、国語の正答率が高い傾向が

見られました。



気象庁リーフレットから引用

▼６月は『水無月・みなづき』と呼ばれています。今まで

水の無かった田んぼに水を注ぎ入れる頃であることか

ら、『水無月』となった説もあります。▼また、この時期の

雨は稲が実を結ぶために重要なものであるため、豊作

を願う人々の思いが表れているともいわれています。

ご意見・お問い合わせは…

下市町教育委員会事務局

☎ 0747-52-1711

FAX ０７４７－５２－５１５９

✉ kyoi@town.shimoichi.nara.jp


